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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　長手軸を有する先端部を有する挿入部と、
　前記先端部の内部に配置され、長手軸方向に直交する前記先端部の側方に向かって照明
光を出射する照明ユニットと、
　前記先端部の内部に配置され、前記照明ユニットから発生した熱を放出する放熱部材と
、
　前記先端部の内部に前記照明ユニットを固定する固定部材と、
　を具備し、
　前記照明ユニットは、
　前記側方に向かって前記照明光を出射する照明部と、
　前記先端部側の先端面を形成する正面部と、前記側方側に位置し、前記照明部が実装さ
れる上面部と、前記長手軸方向に直交する直交方向において前記上面部とは逆側に配置さ
れる底面部と、前記長手軸方向において前記正面部とは逆側に配置され、前記正面部より
も大きい背面部とを有し、前記上面部に配設される前記照明部と電気的に接続している立
体形状の基板部と、
　前記長手軸方向に対して平行に配設され、前記底面部よりも下方に配設され、前記照明
部に電力を供給する照明ケーブルと、
　を有し、
　前記放熱部材は、
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　　前記直交方向に沿って配置され、前記背面部と当接し、前記背面部から伝達され熱を
放出する短面部と、
　　前記長手軸方向に対して平行に配置され、前記短面部と連接し、前記短面部から伝達
された熱を放出する長面部と、
　　前記長手軸方向に平行に配置され、前記長手軸方向において前記長面部とは逆側に突
出され、前記底面部が載置され、前記長面部と一体で、前記底面部よりも短く、前記背面
部が前記短面部に当接するように前記基板部を位置決めする位置決め突出部と、
　を有し、
　前記固定部材は、前記正面部を押圧して前記長手軸方向において前記基板部を前記短面
部に押圧することで、前記基板部を固定し、
　前記基板部は、前記底面部から前記正面部に向かって前記長手軸方向に対して所望する
角度傾斜している基板斜面部を有し、
　前記照明ケーブルの先端部は、前記基板部を介して前記照明部に電力を供給するために
、前記底面部から前記正面部に向かって前記所望する角度で起上し且つ傾斜して前記基板
斜面部と電気的に接続していることを特徴とする側視型内視鏡。
【請求項２】
　前記基板斜面部は、前記直交方向において、前記照明部の下方に配設されていることを
特徴とする請求項１に記載の側視型内視鏡。
【請求項３】
　前記基板斜面部の面積は、前記底面部の面積よりも大きいことを特徴とする請求項１に
記載の側視型内視鏡。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、照明ユニットを有する側視型内視鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば特許文献１は、内視鏡装置を開示している。この内視鏡装置は、内視鏡挿入部の
先端部に配設されている側視用対物レンズと側視用照明レンズと側視用ランプ型ＬＥＤと
を有している。側視用対物レンズは、側視用照明レンズに対して挿入部の軸方向おいて並
設されている。ＬＥＤは、側視用照明レンズの内面に配設されている。ＬＥＤの底面は、
挿入部の軸方向に沿って配設されている。この底面は、ＬＥＤに電力を供給する電力供給
線と接続している。電力供給線の先端部は、底面と接続するために、挿入部の軸方向に対
して屈曲している。
【０００３】
　また例えば特許文献２は、内視鏡用側視アダプタを開示している。アダプタは、挿入方
向に対して直交している直交方向から挿入方向の先端側に傾く傾斜面として形成されてい
る底面と、底面に配設されているＬＥＤ基板と、ＬＥＤ基板に実装されているＬＥＤとを
有している。ＬＥＤ基板は、リード線と電気的に接続している。リード線は、傾斜面にあ
わせてアダプタの中心軸に対して屈曲している。このため、アダプタは、アダプタ本体に
配設され、リード線が屈曲するように挿入され、リード線を位置決めする屈曲している貫
通口を有している。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００４－３０５７７０号公報
【特許文献２】特開２００９－２９４４６６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
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　一般的に、内視鏡挿入部の先端部において、先端部の内部スペースは狭く限られている
。また先端部には、対物光学系などの他の構成部材も配設されている。
【０００６】
　このため、例えば特許文献１と特許文献２とにおいて、配線の取り回しスペースが容易
に確保されない虞が生じる。スペースが確保されないと、電力供給線やリード線が容易に
基板に接続せず、電力がＬＥＤに供給されず、所望の光学性能が得られない虞が生じる。
【０００７】
　また特許文献２において、貫通孔がアダプタ本体に配設される必要がある。貫通口は、
細く、屈曲させる必要があり、貫通孔の加工の手間がかかり、アダプタは高価になる。
【０００８】
　このため本発明は、上記課題を鑑みて、配線の取り回しスペースを容易に確保できる安
価な側視型内視鏡を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は目的を達成するために、長手軸を有する先端部を有する挿入部と、前記先端部
の内部に配置され、長手軸方向に直交する前記先端部の側方に向かって照明光を出射する
照明ユニットと、前記先端部の内部に配置され、前記照明ユニットから発生した熱を放出
する放熱部材と、前記先端部の内部に前記照明ユニットを固定する固定部材と、を具備し
、前記照明ユニットは、前記側方に向かって前記照明光を出射する照明部と、前記先端部
側の先端面を形成する正面部と、前記側方側に位置し、前記照明部が実装される上面部と
、前記長手軸方向に直交する直交方向において前記上面部とは逆側に配置される底面部と
、前記長手軸方向において前記正面部とは逆側に配置され、前記正面部よりも大きい背面
部とを有し、前記上面部に配設される前記照明部と電気的に接続している立体形状の基板
部と、前記長手軸方向に対して平行に配設され、前記底面部よりも下方に配設され、前記
照明部に電力を供給する照明ケーブルと、を有し、前記放熱部材は、前記直交方向に沿っ
て配置され、前記背面部と当接し、前記背面部から伝達され熱を放出する短面部と、前記
長手軸方向に対して平行に配置され、前記短面部と連接し、前記短面部から伝達された熱
を放出する長面部と、前記長手軸方向に平行に配置され、前記長手軸方向において前記長
面部とは逆側に突出され、前記底面部が載置され、前記長面部と一体で、前記底面部より
も短く、前記背面部が前記短面部に当接するように前記基板部を位置決めする位置決め突
出部と、を有し、前記固定部材は、前記正面部を押圧して前記長手軸方向において前記基
板部を前記短面部に押圧することで、前記基板部を固定し、前記基板部は、前記底面部か
ら前記正面部に向かって前記長手軸方向に対して所望する角度傾斜している基板斜面部を
有し、前記照明ケーブルの先端部は、前記基板部を介して前記照明部に電力を供給するた
めに、前記底面部から前記正面部に向かって前記所望する角度で起上し且つ傾斜して前記
基板斜面部と電気的に接続していることを特徴とする側視型内視鏡を提供する。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明によれば、配線の取り回しスペースを容易に確保できる安価な側視型内視鏡を提
供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】図１は、本発明の第１の実施形態に係る側視型内視鏡の概略斜視図である。
【図２Ａ】図２Ａは、先端硬質部の上面図である。
【図２Ｂ】図２Ｂは、図２Ａに示す２Ｂ－２Ｂ線における先端硬質部の横断面図である。
【図２Ｃ】図２Ｃは、図２Ｂに示す矢印２Ｃからみた照明ケーブルの先端部の正面図であ
る。
【図２Ｄ】図２Ｄは、基板斜面部が配設されておらず、基板部が例えば四角柱形状を有し
ており、照明ケーブルの先端部が基板部の底面部と接続している状態を示す図である。
【図２Ｅ】図２Ｅは、基板斜面部が配設されておらず、基板部が例えば四角柱形状を有し
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ており、照明ケーブルの先端部が屈曲して基板部の正面部と接続する状態を示す図である
。
【図２Ｆ】図２Ｆは、本実施形態の基板斜面部を有する基板部と、本実施形態とは逆に背
面部から底面部に向かって傾斜している基板斜面部を有する基板部とを示す図であり、（
Ａ）は本実施形態の基板斜面部を有する基板部を示す図であり、（Ｂ）は先端硬質部が太
くなる基板部を示す図であり、（Ｃ）は接続長さが確保されない基板部を示す図であり、
（Ｄ）は背面部から放熱部材への放熱性が低下する基板部を示す図である。
【図３】図３は、直視型内視鏡の一般的な基板部を示す図であり、（Ａ）は基板部の上面
図であり、（Ｂ）は（Ａ）に示す３Ｂ－３Ｂ線における基板部の横断面図であり、（Ｃ）
は基板部の正面図である。
【図４】図４は、図４は、直視型内視鏡の基板部を示す図であり、（Ａ）は基板部の上面
図であり、（Ｂ）は（Ａ）に示す４Ｂ－４Ｂ線における基板部の横断面図であり、（Ｃ）
は基板部の正面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　以下、図面を参照して本発明の実施形態について詳細に説明する。　
　［第１の実施形態］　
　［構成］　
　図１と図２Ａと図２Ｂと図２Ｃと図２Ｄと図２Ｅと図２Ｆとを参照して、第１の実施形
態について説明する。　
　なお、以下において、先端硬質部２１の本体部２１１の長手軸を、長手軸Ｃと称する。
長手軸Ｃ方向に対して直交する方向（図２Ｂの上下方向）を、直交方向と称する。また、
図２Ｂの図面上の上側、つまり側視観察の視野側を上方と称し、図２Ｂの図面上の下側、
つまり側視観察の視野の逆側を下方と称する。
【００１４】
　［内視鏡１０］　
　図１に示すような内視鏡１０は、例えば、側視型の内視鏡である。　
　図１に示すように内視鏡１０は、例えば体腔に挿入される中空の細長い挿入部２０と、
挿入部２０の基端部と連結し、内視鏡１０を操作する操作部３０とを有している。
【００１５】
　［挿入部２０］　
　挿入部２０は、挿入部２０の先端部側から挿入部２０の基端部側に向かって、先端硬質
部２１と、湾曲部２３と、可撓管部２５とを有している。先端硬質部２１の基端部は湾曲
部２３の先端部と連結し、湾曲部２３の基端部は可撓管部２５の先端部と連結している。
　
　先端硬質部２１は、挿入部２０の先端部であり、硬く、曲がらない。先端硬質部２１の
構成については、後述する。　
　湾曲部２３は、後述する湾曲操作部３７の操作によって、例えば上下左右といった所望
の方向に湾曲する。湾曲部２３が湾曲することにより、先端硬質部２１の位置と向きとが
変わり、図示しない照明光が観察対象物に照明され、観察対象物が観察視野内に捉えられ
る。この観察対象物とは、例えば、被検体（例えば体腔）内における患部や病変部等であ
る。　
　可撓管部２５は、所望な可撓性を有している。よって可撓管部２５は、外力によって曲
がる。可撓管部２５は、操作部３０における後述する本体部３１から延出されている管状
部材である。
【００１６】
　［操作部３０］　
　操作部３０は、可撓管部２５が延出している本体部３１と、本体部３１の基端部と連結
し、内視鏡１０を操作する操作者によって把持される把持部３３と、把持部３３と接続し
ているユニバーサルコード４１とを有している。
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【００１７】
　［本体部３１］　
　本体部３１は、処置具挿入口３５ａを有している。処置具挿入口３５ａは、図示しない
処置具挿通チャンネルの基端部と連結している。処置具挿通チャンネルは、挿入部２０の
内部に配設され、可撓管部２５から先端硬質部２１に渡って配設されている。処置具挿通
チャンネルの先端部は、先端硬質部２１に配設されている先端開口部３５ｃ（図２Ａ参照
）と連通している。処置具挿入口３５ａは、図示しない内視鏡用処置具を処置具挿通チャ
ンネルに挿入するための挿入口である。図示しない内視鏡用処置具は、処置具挿入口３５
ａから処置具挿通チャンネルに挿入され、先端硬質部２１側まで押し込まれる。そして内
視鏡用処置具は、先端開口部３５ｃから突出される。
【００１８】
　［把持部３３］　
　把持部３３は、湾曲部２３を湾曲操作する湾曲操作部３７と、スイッチ部３９とを有し
ている。
【００１９】
　［湾曲操作部３７］　
　湾曲操作部３７は、湾曲部２３を左右に湾曲操作させる左右湾曲操作ノブ３７ａと、湾
曲部２３を上下に湾曲操作させる上下湾曲操作ノブ３７ｂと、湾曲した湾曲部２３の位置
を固定する固定ノブ３７ｃとを有している。
【００２０】
　［スイッチ部３９］　
　スイッチ部３９は、吸引スイッチ３９ａと、送気・送水スイッチ３９ｂと、内視鏡撮影
用の各種スイッチ３９ｃとを有している。吸引スイッチ３９ａと送気・送水スイッチ３９
ｂと各種スイッチ３９ｃとは、把持部３３が操作者に把持された際に、操作者の手によっ
て操作される。　
　吸引スイッチ３９ａは、吸引開口部を兼ねる前記した先端開口部３５ｃから吸引チャン
ネルを兼ねる処置具挿通チャンネルを介して、粘液や流体等を内視鏡１０が吸引するとき
に操作される。　
　送気・送水スイッチ３９ｂは、先端硬質部２１において撮像ユニット７０の観察視野を
確保するために、図示しない送気チューブと送気・送水チューブ６３（図２Ｂ参照）とか
ら流体を送気するときと、図示しない送水チューブと送気・送水チューブ６３とから流体
を送水するときに操作される。流体は、水や気体を含む。　
　送気チューブと、送水チューブと、送気・送水チューブ６３とは、内視鏡１０の内部に
おいて、挿入部２０から本体部３１と把持部３３とを介してユニバーサルコード４１にま
で配設されている。
【００２１】
　［ユニバーサルコード４１］　
　ユニバーサルコード４１は、制御装置１４に着脱自在な接続コネクタ４１ａを有してい
る。制御装置１４は、内視鏡１０を制御する。また制御装置１４は、後述する撮像ユニッ
ト７０によって撮像された画像を処理する画像処理部を有している。また制御装置１４は
、撮像ユニット７０によって撮像された画像を表示する表示部であるモニタ１６と接続し
ている。
【００２２】
　［先端硬質部２１の構成］　
　図２Ａと図２Ｂと示すように、先端硬質部２１は、本体部２１１と、キャップ部２１３
とを有している。
【００２３】
　本体部２１１は、例えばステンレス鋼のような金属によって形成される。本体部２１１
の基端部は、湾曲部２３の先端部と連結している。本体部２１１は、例えば円柱形状を有
している。そして、図２Ａと図２Ｂとに示すように、本体部２１１の外周面の一部は、本
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体部２１１の一部が切欠かれることによって、平面状に形成されている。このように本体
部２１１は、平面部２１１ａと、平面部２１１ａに対して直交している壁面部２１１ｂと
を有している。
【００２４】
　図２Ａと図２Ｂとに示すように、キャップ部２１３は、平面部２１１ａと壁面部２１１
ｂとを除いて、本体部２１１を覆う。キャップ部２１３は、本体部２１１に水密接着され
ている。キャップ部２１３は、本体部２１１に対して固定されている。キャップ部２１３
は、電気絶縁性を有している。
【００２５】
　［本体部２１１］　
　図２Ａと図２Ｂとに示すように、本体部２１１には、先端開口部３５ｃと、送気・送水
ノズル６１と、撮像ユニット７０と、照明ユニット８０と、放熱部材９０とが搭載されて
いる。
【００２６】
　［先端開口部３５ｃ］　
　図２Ａに示すように、先端開口部３５ｃは、平面部２１１ａに対して凹設されている。
つまり先端開口部３５ｃは、本体部２１１の側方に向かって開口している。先端開口部３
５ｃは、手元側の起上操作に応じて、遠隔的に揺動操作可能な処置具起上台５１を収納し
ている。処置具起上台５１は、挿入部２０を挿通する図示しない起上操作ワイヤを介して
図示しない起上台操作部と接続している。起上台操作部は、手元側を示す例えば把持部３
３に配設されている。起上台操作部が起上操作ワイヤを押し引きすることで、処置具起上
台５１は図示しない支軸を中心に本体部２１１に対し自在に回動する。そして、例えば、
処置具起上台５１は、本体部２１１の平面部２１１ａに対して倒置され、本体部２１１に
収納される収納位置と、本体部２１１の平面部２１１ａ、すなわち先端開口部３５ｃから
突出（起上）する起上位置との間を揺動する。処置具起上台５１は、起上操作に応じて揺
動されて、内視鏡用処置具を先端開口部３５ｃから本体部２１１の側方に突出誘導させる
。なお、処置具起上台５１は、内視鏡用処置具を本体部２１１から外部に誘導する処置具
誘導溝５３を有していてもよい。処置具誘導溝５３は、処置具起上台５１の中央部に配設
され、さらに処置具起上台５１の長手方向に沿って配設されている。
【００２７】
　［送気・送水ノズル６１］　
　図２Ａと図２Ｂとに示すように、送気・送水ノズル６１は、本体部２１１の壁面部２１
１ｂに配設されている。送気・送水ノズル６１は、例えば、撮像ユニット７０の観察窓７
１に送気・送水するように、長手軸Ｃ方向において、撮像ユニット７０の観察窓７１に対
して同一直線上に配設されている。壁面部２１１ｂを含む送気・送水ノズル６１は、観察
窓７１よりも本体部２１１の基端部側に配設されている。送気・送水ノズル６１は、挿入
部２０の内部を挿通する送気・送水チューブ６３を介して送気チューブと送水チューブと
接続している。送気・送水スイッチ３９ｂが操作されることによって、送気・送水ノズル
６１は、観察窓７１に送気・送水する。
【００２８】
　［撮像ユニット７０］　
　図２Ａと図２Ｂとに示すように、撮像ユニット７０は、観察窓７１と、プリズム７３と
、撮像部７５とを有している。
【００２９】
　[観察窓７１]　
　図２Ａと図２Ｂとに示すように、観察窓７１には、側視用観察において、観察対象物か
ら反射した反射光が入射する。このため観察窓７１は、本体部２１１の周面、例えば平面
部２１１ａに配設されており、平面部２１１ａと同一平面上に配設されている。つまり撮
像ユニット７０は、観察窓７１が平面部２１１ａに配設されるように、本体部２１１に内
蔵されている。観察窓７１は、キャップ部２１３から露出している。観察窓７１の中心軸
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は、本体部２１１の中心軸に対して直交して配設されている。
【００３０】
　[プリズム７３]　
　図２Ｂに示すように、プリズム７３は、観察窓７１を透過した反射光を反射させて反射
光の進行を可変する。プリズム７３は、プリズム７３の中心軸が観察窓７１の中心軸と略
同軸上に配設されるように、本体部２１１の内部に配設されている。またプリズム７３は
、直交方向において、観察窓７１に対向するように本体部２１１の内部に配設されている
。
【００３１】
　[撮像部７５]　
　図２Ｂに示すように、撮像部７５は、長手軸Ｃ方向において、プリズム７３に対して隣
り合うように配設されている。つまり、撮像部７５は、長手軸Ｃ方向において、プリズム
７３と略同一直線上に配設されている。また撮像部７５は、プリズム７３とともに長手軸
Ｃ方向に沿って配設されている。このような撮像部７５は、プリズム７３に対向するよう
に本体部２１１の内部に配設されている。　
　撮像部７５は、所定の像面歪曲を有する対物レンズ群である図示しない対物光学系（レ
ンズ系）と、対物光学系の結像位置に配設されているＣＣＤ等の図示しない撮像素子と、
図示しない接続回路基板とを有している。対物光学系（レンズ系）と撮像素子と接続回路
基板とは、一体となっている。　
　接続回路基板には、信号線などの図示しない撮像ケーブルが接続している。撮像ケーブ
ルは、湾曲部と可撓管部と操作部とユニバーサルコードとを介して接続コネクタにまで挿
通している。接続コネクタが制御装置と接続することで、撮像ケーブルは制御装置と接続
し、撮像ユニット７０によって撮像された観察対象物がモニタに表示される。　
　なお対物光学系において、レンズの少なくとも一部が長手軸Ｃ方向に沿って移動可能と
してもよい。これにより、撮像素子は、観察対象物の像の焦点を撮像素子上で結んだ状態
で観察対象物の像を撮像可能である。　
　また、撮像素子に代えて図示しないイメージガイドファイバの先端部を固定して、内視
鏡を電子スコープに限らずにファイバースコープとしてもよい。
【００３２】
　［照明ユニット８０］　
　図２Ａと図２Ｂとに示すように、照明ユニット８０は、照明窓８１と、照明部８３と、
基板部８５と、基板斜面部８７と、照明ケーブル８９とを有している。照明ユニット８０
は、撮像ユニット７０とは別体として配設されている。
【００３３】
　[照明窓８１]　
　図２Ａと図２Ｂとに示すように、照明窓８１は、側視用観察において、観察対象物に向
けて照射される照明光を透過させる。このため照明窓８１は、本体部２１１の周面、例え
ば平面部２１１ａに配設されており、平面部２１１ａと同一平面上に配設されている。つ
まり、照明ユニット８０は、照明窓８１が平面部２１１ａに配設されるように、本体部２
１１に内蔵されている。照明窓８１は、キャップ部２１３から露出している。また照明窓
８１は、長手軸Ｃ方向において、観察窓７１に対して隣り合うように配設されている。つ
まり、照明窓８１は、長手軸Ｃ方向において、観察窓７１と同一直線上に配設されている
。照明窓８１は、例えば、観察窓７１よりも本体部２１１の先端部側に配設されている。
照明窓８１の中心軸は、直交方向に沿って配設されている。
【００３４】
　[照明部８３]　
　照明部８３は、例えば側方である上方に向けて、例えば白色光などの照明光を出射する
。照明部８３は、例えば、ＬＥＤなどの発光素子であり、光源である。照明部８３は、例
えば２つ配設されている。　
　図２Ｂに示すように、照明部８３は、照明部８３の中心軸が照明窓８１の中心軸と略同
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軸上に配設されるように、本体部２１１の内部に配設されている。また照明部８３は、照
明窓８１の下方に配設されている。また照明部８３は、直交方向において、照明窓８１に
対向するように本体部２１１の内部に配設されている。
【００３５】
　[基板部８５]　
　図２Ｂに示すように、基板部８５は、立体形状を有している。詳細には、基板部８５は
、直方体の長手軸が直交方向に沿って配設されている状態において、傾斜面が形成され、
直方体の正面部と底面部の一部とが残るように、直方体の正面部から直方体の底面部に向
かって切り欠いた直方体の体積の大きい部分を示す。このような基板部８５は、直交方向
に沿って配設されている長手軸を有している。基板部８５は、熱伝導率のよい部材、例え
ば窒化アルミなどによって作製されている。
【００３６】
　図２Ｂに示すように、基板部８５は、照明部８３の中心軸が照明窓８１の中心軸と略同
軸上に配設された状態で照明部８３が基板部８５に実装されるように、本体部２１１の内
部に配設されている。このため基板部８５は、照明部８３が実装される平面状の実装面で
ある上面部８５ａを有している。上面部８５ａは、直交方向において平面部２１１ａ及び
照明窓８１に対してオフセットして配設されており、平面部２１１ａ及び照明窓８１に対
向する。上面部８５ａの面積は、照明部８３の面積と略同一である。基板部８５は、上面
部８５ａに実装されている照明部８３と電気的に接続している。
【００３７】
　また図２Ｂに示すように、基板部８５は、後述する放熱部材９０の短面部９１に当接す
る平面状の背面部８５ｂを有している。背面部８５ｂの全体が短面部９１に当接する。背
面部８５ｂは、長手軸Ｃ方向に対して立設されており、上面部８５ａと連接している。
【００３８】
　また図２Ｂに示すように、基板部８５は、長手軸Ｃ方向において、プリズム７３に対し
て隣り合うように配設されている。つまり、基板部８５は、長手軸Ｃ方向において、プリ
ズム７３と同一直線上に配設されている。基板部８５は、例えば、プリズム７３よりも本
体部２１１の先端部側に配設されている。
【００３９】
　また図２Ｂに示すように、基板部８５は、例えばビスなどの固定部材１０１によって固
定されている。この固定部材１０１は、背面部８５ｂが短面部９１に当接し、前記したよ
うに基板部８５が配設されるように、長手軸Ｃ方向において基板部８５を短面部９１に押
圧することで、基板部８５を固定する。このため基板部８５は、背面部８５ｂとは反対側
に配設され、上面部８５ａと連接し、固定部材１０１によって押圧される平面状の正面部
８５ｃを有している。正面部８５ｃは、長手軸Ｃ方向に対して立設されており、上面部８
５ａと連接している。正面部８５ｃは、背面部８５ｂよりも小さい。直交方向において、
正面部８５ｃの長さは、背面部８５ｂの長さよりも短い。
【００４０】
　また基板部８５は、上面部８５ａに対向し、直交方向において上面部８５ａに対してオ
フセットして配設されている平面状の底面部８５ｄを有している。底面部８５ｄの面積は
、上面部８５ａの面積よりも小さい。底面部８５ｄの下方には、照明ケーブル８９が配設
されている。
【００４１】
　[基板斜面部８７]　
　図２Ｂに示すように、基板部８５は、基板部８５の一部として形成され、基板部８５の
周面が傾斜するように例えば切削されることで形成されている基板斜面部８７を有してい
る。この基板斜面部８７は、正面部８５ｃから基板部８５の底面部８５ｄに向かって長手
軸Ｃ方向に対して所望する角度傾斜するように形成されている。また基板斜面部８７の第
１の傾斜角度は、正面部８５ｃと基板斜面部８７との間に形成され、例えば鈍角となって
いる。基板斜面部８７の第２の傾斜角度は、底面部８５ｄと基板斜面部８７との間に形成
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され、例えば鈍角となっている。
【００４２】
　図２Ｂに示すように、基板斜面部８７は、正面部８５ｃから背面部８５ｂに連接するよ
うに傾斜しているのではなく、底面部８５ｄが形成されるように正面部８５ｃから底面部
８５ｄに連接するように傾斜している。また基板斜面部８７は、底面部８５ｄから上面部
８５ａに連接するように傾斜しているのではなく、正面部８５ｃが形成されるように底面
部８５ｄから正面部８５ｃに連接するように傾斜している。基板斜面部８７は、例えば、
基板部８５の上面部８５ａ側よりも基板部８５の底面部８５ｄ側に配設されている。
【００４３】
　このような基板斜面部８７は、図２Ｂに示すように、直交方向において、上面部８５ａ
の下方、より詳細には照明部８３の下方に配設されている。また基板斜面部８７の面積は
、底面部８５ｄの面積よりも大きい。また基板斜面部８７の面積は、例えば、上面部８５
aの面積と略同一、または上面部８５aの面積よりも大きい。基板斜面部８７は、平面状に
形成されている。基板斜面部８７は、背面部８５ｂ及び底面部８５ｄよりも前方に配設さ
れている。
【００４４】
　[照明ケーブル８９]　
　図２Ｂに示すように、照明ケーブル８９は、照明部８３毎に配設されている。照明ケー
ブル８９は、上面部８５ａの平面方向に対向する長手軸を有している。この長手軸は、長
手軸Ｃに対して平行に配設されている。照明ケーブル８９は、長手軸Ｃ方向に沿って配設
されており、且つ、長手軸Ｃ方向に対して直交する直交方向おいて基板部８５よりも下方
に配設されている。また照明ケーブル８９は、湾曲部２３と可撓管部２５と操作部３０と
ユニバーサルコード４１とを介して接続コネクタ４１ａにまで挿通している。接続コネク
タ４１ａが制御装置１４と接続することで、照明ケーブル８９は制御装置１４と接続し、
照明部８３が照明光を出射する電力が照明ケーブル８９に供給される。そして照明ケーブ
ル８９は、基板斜面部８７と基板部８５とを介して、照明部８３に電力を供給する。
【００４５】
　図２Ｂと図２Ｃとに示すように、長手軸Ｃ方向に沿って配設されている照明ケーブル８
９は、基板部８５を介して照明部８３に電力を供給するために、基板斜面部８７と同様に
所望する角度傾斜して基板斜面部８７と電気的に接続している先端部８９ａを有している
。先端部８９ａは、基板部８５に向かって起上するように、長手軸Ｃ方向に対して傾斜し
ている。また先端部８９ａは、基板部８５を持ち上げるように、長手軸Ｃ方向に対して傾
斜している。先端部８９ａは、例えば半田などによって、基板斜面部８７に固定されてい
る。
【００４６】
　［放熱部材９０］　
　図２Ｂに示すように、放熱部材９０は、照明ユニット８０の基板部８５と撮像ユニット
７０との間及び、照明ケーブル８９と撮像ユニット７０との間に介在している。このため
放熱部材９０は、例えばＬ字形状の断面を有する板部材によって形成されている。放熱部
材９０は、直交方向に沿って配設されている短面部９１と、長手軸Ｃ方向に沿って配設さ
れている長面部９３とを有している。短面部９１は、長面部９３と一体である。短面部９
１の面積は、長面部９３の面積よりも大きい。
【００４７】
　図２Ｂに示すように、短面部９１は、背面部８５ｂと略同一の大きさを有し、前記した
ように背面部８５ｂと当接する。そして放熱部材９０は、背面部８５ｂから短面部９１に
伝達され熱を短面部９１から放熱し、さらに短面部９１から長面部９３に伝達され熱を長
面部９３から放熱する。長面部９３は、長手軸Ｃ方向において、例えば撮像部７５と略同
一の長さを有している。
【００４８】
　図２Ｂに示すように、放熱部材９０は、背面部８５ｂが短面部９１に当接するように、
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基板部８５を位置決めする位置決め突出部９５をさらに有している。位置決め突出部９５
は、長手軸Ｃ方向に沿って配設されており、長面部９３とは逆側に微小に突出されている
。位置決め突出部９５には基板部８５の底面部８５ｄが載置され、この状態では位置決め
突出部９５は基板斜面部８７と重ならない。位置決め突出部９５は、長面部９３と一体で
ある。長手軸Ｃ方向において、位置決め突出部９５の長さは、底面部８５ｄの長さよりも
短い。このため、底面部８５ｄは、位置決め突出部９５に対して露出する。
【００４９】
　放熱部材９０は、本体部２１１とは別の部材であり、例えば、銅によって形成されてい
る。
【００５０】
　また図２Ｂに示すように、放熱部材９０は、照明ケーブル８９を電気的にシールドする
シールド部材１０３と例えば半田などによって固定されることで熱的に接続している。シ
ールド部材１０３は、長面部９３に配設されている。またシールド部材１０３は、照明ケ
ーブル８９を覆うように、長手軸Ｃ方向に沿って配設されている。シールド部材１０３は
、放熱部材９０から伝達された熱を放熱する。
【００５１】
　[作用]　
　図２Ｂに示すように、基板斜面部８７は、所望する角度傾斜している。そして、照明ケ
ーブル８９の先端部８９ａは、基板斜面部８７と同様に傾斜して基板斜面部８７に接続す
るのみでよい。このため、配線の取り回しスペースは、容易に確保される。よって、照明
ケーブル８９の先端部８９ａは緩やかに上方に曲がって容易に基板部８５に接続し、電力
が確実に照明部８３に供給され、所望の光学性能が得られる。
【００５２】
　また図２Ｂに示すように、基板斜面部８７は、所望する角度傾斜している。そして、照
明ケーブル８９の先端部８９ａは、基板斜面部８７と同様に傾斜して基板斜面部８７に接
続するのみでよい。このため、本体部２１１は特別に加工される必要はなく、照明ケーブ
ル８９の先端部８９ａを位置決めするような孔を本体部２１１に配設する必要はなく、照
明ユニット８０は安価となる。
【００５３】
　また図２Ｄに示すように、基板斜面部８７が配設されておらず、基板部８５が例えば四
角柱形状を有しており、照明ケーブル８９の先端部８９ａが基板部８５の底面部８５ｄと
接続する場合、先端部８９ａと底面部８５ｄとの接続強度を確保するためには、例えば先
端部８９ａと底面部８５ｄとの接続長さを示す接続長さを確保する必要がある。接続長さ
が確保されるためには、基板部８５（底面部８５ｄ）が長手軸Ｃ方向において長くなる必
要がある。結果として、先端硬質部２１は長手軸Ｃ方向において長くなる虞が生じ、挿入
部２０の挿入性が低下する虞が生じる。　
　しかしながら本実施形態では、図２Ｂに示すように、基板斜面部８７は所望する角度傾
斜しており、基板斜面部８７の面積は底面部８５ｄの面積よりも大きい。そして、照明ケ
ーブル８９の先端部８９ａは、基板斜面部８７と同様に傾斜して基板斜面部８７に接続し
ている。これにより、基板部８５が長手軸Ｃ方向において長くなることなく、先端部８９
ａと基板斜面部８７との接続長さを示す接続長さが確保される。よって、先端硬質部２１
は長手軸Ｃ方向において長くならず、挿入部２０の挿入性が低下することが防止される。
【００５４】
　また図２Ｅに示すように、基板斜面部８７が配設されておらず、基板部８５が例えば四
角柱形状を有しており、照明ケーブル８９の先端部８９ａが基板部８５の正面部８５ｃと
接続する場合、照明ケーブル８９の先端部８９ａは、例えば９０度屈曲する必要がある。
これにより、負荷が照明ケーブル８９の先端部８９ａに掛かり、照明ケーブル８９は基板
部８５の正面部８５ｃから剥離し、照明ケーブル８９は断線等破損し、電力が照明部８３
に供給されない虞が生じる。また先端硬質部２１は、太くなる。また、図２Ｅに示すよう
に照明ケーブル８９の先端部８９ａが過度に屈曲すると、屈曲部において断線する虞が生
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じる。また図２Ｅにおいて、正面部８５ｃは固定部材１０１が正面部８５ｃに当接するス
ペースを確保する必要が生じ、直交方向において正面部８５ｃを長くなる必要があり、先
端硬質部２１は太くなってしまう。　
　しかしながら本実施形態では、図２Ｂに示すように、基板斜面部８７は、所望する角度
傾斜している。そして、照明ケーブル８９の先端部８９ａは、基板斜面部８７と同様に傾
斜して緩やかに上方に曲がって基板斜面部８７に接続している。これにより、照明ケーブ
ル８９の先端部８９ａが基板部８５と接続する際に負荷が照明ケーブル８９の先端部８９
ａに掛かることが抑制され、照明ケーブル８９が基板部８５から剥離したりすることが防
止され、照明ケーブル８９が断線等破損することが防止され、電力が照明部８３に確実に
供給される。また先端硬質部２１が太くなることが防止される。また照明ケーブル８９の
先端部８９ａは過度に屈曲することを防止され、断線は確実に防止される。また直交方向
において正面部８５ｃを長くする必要はなく、先端硬質部２１が太くなることが防止され
る。
【００５５】
　また図２Ｆ（Ａ）に示す本実施形態の基板部８５と異なり、図２Ｆ（Ｂ）に示すように
基板斜面部８７が背面部８５ｂから底面部８５ｄに向かって長手軸Ｃ方向に対して所望す
る角度傾斜するように形成されていたとする。この場合、図２Ｆ（Ｂ）に示す背面部８５
ｂの面積は、図２Ｆ（Ａ）に示す背面部８５ｂの面積と同一であるとする。またこの場合
、直交方向において、図２Ｆ（Ｂ）に示す背面部８５ｂの長さＬ２は、図２Ｆ（Ａ）に示
す背面部８５ｂの長さＬ１と同一であるとする。この場合、基板斜面部８７が形成される
ため、直交方向において、図２Ｆ（Ｂ）に示す基板部８５の長さＬ３は、図２Ｆ（Ａ）に
示す基板部８５の長さＬ１よりも長くなる。このため、先端硬質部２１は、太くなる。　
　そして、図２Ｆ（Ｂ）に示す基板斜面部８７の傾斜部分の長さＬ４が、図２Ｆ（Ａ）に
示す基板斜面部８７の傾斜の長さＬ５と同一なると、前記したような接続長さは確保され
るが、先端硬質部２１は太くなる。また基板斜面部８７の傾斜角度が小さくなると、図２
Ｆ（Ｃ）に示す基板斜面部８７の傾斜の長さＬ６は図２Ｆ（Ｂ）に示す長さＬ４よりも短
くなり、先端硬質部２１の太さは比較的抑えられる。しかしながら、前記したような接続
長さは確保されなくなる。　
　また図２Ｆ（Ｄ）に示すように、基板部８５は、図２Ｆ（Ａ）に示す基板部８５とは対
称に配設されるとする。つまり、直交方向において図２Ｆ（Ｄ）に示す基板部８５の長さ
Ｌ７が図２Ｆ（Ａ）に示す基板部８５の長さＬ１と同一で、図２Ｆ（Ｄ）に示す基板斜面
部８７の面積が図２Ｆ（Ａ）に示す基板斜面部８７の面積と同一で、図２Ｆ（Ｄ）に示す
基板斜面部８７の傾斜部分の長さＬ８が、図２Ｆ（Ａ）に示す基板斜面部８７の傾斜の長
さＬ５と同一であるとする。この場合、図２Ｆ（Ｄ）に示す背面部８５ｂの面積が図２Ｆ
（Ａ）に示す背面部８５ｂの面積よりも小さくなる。これにより、図２Ｆに示す基板部８
５において、背面部８５ｂから放熱部材９０への放熱性が低下する。　
　しかしながら本実施形態では、図２Ｂ，２Ｆ（Ａ）に示すように、基板斜面部８７は、
正面部８５ｃから基板部８５の底面部８５ｄに向かって長手軸Ｃ方向に対して所望する角
度傾斜するように形成されている。これにより、先端硬質部２１が太くなることが防止さ
れ、接続長さが確保され、放熱性の低下は防止される。
【００５６】
　[効果]　
　このように本実施形態では、図２Ｂに示すように、基板斜面部８７と、基板斜面部８７
と同様に傾斜している照明ケーブル８９の先端部８９ａとによって、配線の取り回しスペ
ースを容易に確保できる。よって本実施形態では、照明ケーブル８９を基板部８５に容易
に接続でき、所望の光学特性を容易に得ることができる。　
　また本実施形態では、図２Ｂに示すように、基板斜面部８７と、基板斜面部８７と同様
に傾斜している照明ケーブル８９の先端部８９ａとによって、本体部２１１は特別に加工
する必要はなく、照明ケーブル８９の先端部８９ａを位置決めするような孔を本体部２１
１に配設する必要はなく、照明ユニット８０を安価にできる。
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【００５７】
　また本実施形態では、図２Ｂに示すように、基板部８５が長手軸Ｃ方向において長くな
ることなく、先端部８９ａと基板斜面部８７との接続長さを示す接続長さを確保でき、先
端硬質部２１が長手軸Ｃ方向において長くなることを防止でき、挿入性の低下を防止でき
る。　
　また本実施形態では、図２Ｂに示すように、照明ケーブル８９の先端部８９ａが基板部
８５と接続する際に照明ケーブル８９の先端部８９ａに掛かる負荷を抑制でき、照明ケー
ブル８９が基板部８５の正面部８５ｃから剥離することを防止でき、照明ケーブル８９が
断線等破損することを防止でき、電力を照明部８３に確実に供給できる。また本実施形態
では、先端硬質部２１が太くなることを防止できる。また本実施形態では、照明ケーブル
８９の先端部８９ａが過度に屈曲することを防止でき、断線を確実に防止できる。また本
実施形態では、直交方向において正面部８５ｃを長くする必要はなく、先端硬質部２１が
太くなることを防止できる。　
【００５８】
　また本実施形態では、基板斜面部８７は、正面部８５ｃから底面部８５ｄに向かって長
手軸Ｃ方向に対して所望する角度傾斜するように形成されている。これにより本実施形態
では、先端硬質部２１が太くなることが防止でき、接続長さを確保でき、放熱性の低下を
防止できる。
【００５９】
　また本実施形態では、図２Ｂに示すように、基板斜面部８７は、直交方向において上面
部８５ａ、詳細には照明部８３の下方に配設されている。これにより、本実施形態では、
基板部８５をコンパクトにできる。
【００６０】
　また本実施形態では、基板斜面部８７の面積は、底面部８５ｄの面積よりも大きい。こ
れにより本実施形態では、基板斜面部８７が配設されていない直方体の基板部８５におい
て、この基板部８５の底面部８５ｄが先端部８９ａと接続する場合に比べて、先端部８９
ａと基板部８５との接続強度を確保するために必要な、先端部８９ａと基板部８５との接
続長さを示す接続長さを十分確保できる。よって本実施形態では、先端硬質部２１が長手
軸Ｃ方向において長くなることを確実に防止でき、挿入性の低下を確実に防止できる。
【００６１】
　また本実施形態では、図２Ｂに示すように、位置決め突出部９５によって容易に基板部
８５を位置決めでき、固定部材１０１によって基板部８５を確実に固定できる。また本実
施形態では、長手軸Ｃ方向に対して立設されている正面部８５ｃが配設されているため、
固定部材１０１が基板斜面部８７に当接する必要はなく、固定部材１０１は確実且つ容易
に基板部８５を固定できる。
【００６２】
　また本実施形態では、図２Ｂに示すように、放熱部材９０とシールド部材１０３とによ
って、照明部８３から発生した熱を放熱できる。
【００６３】
　図３と図４とを参照して、直視型の内視鏡１０に配設される照明ユニット８０について
説明する。　
　図３に示す一般的な基板部８５の材質は例えば窒化アルミであり、基板部８５は切削加
工によって成形される。　
　図３（Ｂ）に示すように、基板部８５の縦断面は、１つの段差部８５ｆが配設されるよ
うにＬ字形状を有している。つまり基板部８５は、１つの段差部８５ｆを有している。
【００６４】
　また図３に示すように、基板部８５は、図示しない照明部が実装される側面部８５ｇと
、図示しない照明ケーブルの先端部と例えば半田によって接続する接続面部８５ｈとをさ
らに有している。側面部８５ｇは、基板部８５の長手軸方向に対して直交して配設されて
おり、接続面部８５ｈは基板部８５の長手軸方向に沿って配設されている。また基板部８
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５を貫通するスルーホール８５ｉをさらに有している。
【００６５】
　図３に示すように、側面部８５ｇと接続面部８５ｈとにおいて、導体部８５ｊの材料に
は、Ａｇが使用されている。そしてスルーホール８５ｉには、焼成されたＡｇが配設され
ている。このスルーホール８５ｉに配設されているＡｇは、側面部８５ｇと接続面部８５
ｈとに配設されているＡｇと導通している。これにより、図示しない照明部は、図示しな
い照明ケーブルの先端部と導通する。
【００６６】
　しかしながら、負荷が基板部８５に掛かると、接続面部８５ｈの根元である段差部８５
ｆに応力が集中し、基板部８５が破損する虞が生じる。　
　また照明ケーブルの先端部が例えば半田によって接続面部８５ｈと接続する際、Ａｇが
半田によって溶けて、接続面部８５ｈの導体部８５ｊが消失してしまう。
【００６７】
　このため、図４に示すように、基板部８５の縦断面は、複数の段差部８５ｆが形成され
るような多段構造を有している。　
　また側面部８５ｇと接続面部８５ｈとにおいて、導体部８５ｊの材料には、例えばタン
グステンが使用されている。
【００６８】
　多段構造によって、応力集中を拡散でき、負荷が基板部８５に掛かっても基板部８５が
破損することを防止できる。　
　また、導体部８５ｊに例えばタングステンが使用されることによって、照明ケーブルの
先端部が例えば半田によって接続面部８５ｈと接続する際、接続面部８５ｈの導体部８５
ｊが消失してしまうことを防止できる。
【００６９】
　本発明は、上記実施形態そのままに限定されるものではなく、実施段階ではその要旨を
逸脱しない範囲で構成要素を変形して具体化できる。また、上記実施形態に開示されてい
る複数の構成要素の適宜な組み合せにより種々の発明を形成できる。
【符号の説明】
【００７０】
　１０…内視鏡、１４…制御装置、１６…モニタ、２０…挿入部、２１…先端硬質部、６
１…送気・送水ノズル、６３…送気・送水チューブ、７０…撮像ユニット、７１…観察窓
、７３…プリズム、７５…撮像部、８０…照明ユニット、８１…照明窓、８３…照明部、
８５…基板部、８５ａ…上面部、８５ｂ…背面部、８５ｃ…正面部、８５ｄ…底面部、８
７…基板斜面部、８９…照明ケーブル、８９ａ…先端部、９０…放熱部材、９１…短面部
、９３…長面部、９５…突出部、１０１…固定部材、１０３…シールド部材、２１１…本
体部、２１１ａ…平面部、２１１ｂ…壁面部、２１３…キャップ部。
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摘要(译)

要解决的问题：提供能够容易地确保布线布线空间的廉价照明单元和具
有该照明单元的侧视型内窥镜。 解决方案：照明单元80具有照明部分83
和安装有照明部分83的上表面部分85a，并且具有三维形状，该三维形状
电连接到设置在上表面部分85a上的照明部分83基板部分85和纵向轴
线，其面向上表面部分85a的平面方向并且沿着纵向方向设置并且设置在
与基板部分85下方的纵向轴线方向垂直的方向上并且照明电缆89用于向
照明单元83供应电力。基板部分85具有基板倾斜表面部分87，基板倾斜
表面部分87相对于纵向轴线方向从基板部分85的前表面部分85c朝向基
板部分85的底表面部分85d倾斜所需的角度。照明电缆89的尖端部分89a
以期望的角度电连接到基板倾斜部分87，以经由基板部分85向照明部分
83供应电力。 背景技术
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